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理研会報№４０７は，研究部長挨拶や令和４年度の事業予定及び理事一覧を掲載いたします。 
 

研 究 部 長 挨 拶 

段階的に従来形式に戻せる１年に 

 

 印西市立滝野中学校 加藤 知巳 

  

今年度、印教研理科研究部の部長という大役を仰せつかり、身に余る重責ではありますが先生方

のご協力を得ながら精一杯勤めてまいりますので、一年間よろしくお願い申し上げます。 

 さて、未だ新型コロナウイルス感染症が収束する見通しが立たない中、各学校においては管理職

の先生方のリーダーシップのもと、全職員で知恵を出し合い教育活動を止めないよう苦慮している

ところと推察いたします。昨年度理科研究部においても同様、事務局を中心に「やれること・でき

ること」を考え、印教研集会の動画配信（感染急拡大により紙面開催）や研究員集会のオンライン

開催、理科作品展の一部精選化した審査の実施など、先生方の研究心および児童・生徒の理科学習

の興味関心の低下につながらないよう変則的に当初の計画を進めてまいりました。今年度の事業計

画につきましては、開催時間を短縮するなど工夫を凝らして、段階的に従来の形式に戻せるよう努

めてまいりますので、ご協力をお願いいたします。そこで、現時点でありますが、本研究部の柱で

あります印教研集会と理科作品展の概略についてお話したいと思います。 

まず、夏期休業中に行われる印教研集会についてです。これまでは、５つの部会より部会提案と

いう形式で発表をしていただいていました。しかし、この社会情勢を踏まえると１日開催で実施す

ることは，感染拡大防止の観点から大変難しいと考えております。そのため、小中学校において２

つの部会より提案をしていただく予定になっております。提案部会につきましては、研究員集会で

の各部会からの進捗状況等の発表内容を考慮し、小中学校ともに２部会と５部会の計画で進めてお

ります。両部会の先生方には、日頃の業務に追われて大変お忙しい中、授業実践の準備や実践結果

における考察、そして資料づくり等でご尽力をいただくことになります。コロナ禍で研究を進める

にあたり、ご苦労されるところが多々あるかもしれませんが、印教研本来の教職員による自主的な

研究推進、教育実践の向上という趣旨に立ち返れば、自校以外や異校種の教職員との共同研究は、

貴重な研修の機会でもあります。研究員の先生方と一層連携を図り、理科研究部を牽引する成果が

得られることを期待しております。 

次に理科作品展についてです。印旛地区では、昨年度の県展（工夫作品・科学論文の部）におい

て、千葉県知事賞など多数の作品が受賞し、優秀な結果をおさめることができました。引き続き、

自校の児童生徒に指導し、有能な科学者への礎を築いていただくようお願いいたします。また、作

品展の一般公開については、児童生徒が互いの成果を確認し合い、自らの力を高める場になり得る

大切な機会と考えております。感染状況の沈静化が前提となりますが、規模の縮小を視野に入れつ

つ実施の方向で進めていきたいと思いますので、ご支援をお願いいたします。 

最後に印教研理科研究部は、千葉県教育研究会理科教育部会の活動の一翼を担っており、研究発

表大会での発表を始め、多くの先生方にご協力いただいております。重ねて感謝申し上げます。 

また、今年度事務局とともに本研究部の活動を円滑に運営できるよう進めてまいりますので、ご

理解ご協力を賜りますようお願いいたします。 
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（今年度は新型コロナウイルス感染防止の関係で 

変更もあり得ます。） 

 

 

  

 
 

 

 

〔印教研理科研究部〕 

部 長 副部長 

所 属 氏 名 所 属 氏 名 所 属 氏 名 

滝野中 加藤 知巳 遠山小 麻生 辰浩 弥富小 水嶋 智巳 

 
〔各部会〕  

 部 長 副部長 

部会 所 属 氏 名 所 属 氏 名 所 属 氏 名 
１ 佐倉中 松原 和弘 千代田小 水野 亜哉 佐倉中 石田 純 

２ 公津の杜小 長谷川 直樹 美郷台小 戸刺 悟 富里中 楠木 卓士 

３ 小林中 鈴木 勝美 桜台小 根本 佳乃 滝野中 駒居 拓磨 
４ 朝陽小 芝原 康介 八街東小 岩井 敦 八街中 髙谷 昌則 

５ 四街道中 半田 耕之 四街道小 中山 明子 四街道北中 野手 勝美 

 
〔理事一覧〕 

部会 市町 氏名（所属校）  部会 市町 氏名（所属校） 

１部会 佐倉市 大三川 弘（南志津小）  ３部会 印西市 門脇 英貴（西の原小） 

水嶋 智巳（弥富小）  森下 康彦（小林北小） 

宮本 正教（井野小）  小田 宗高（船穂小） 

松原 和弘（佐倉中）  小島 実（高花小） 

熊澤 宏明（佐倉東中）  加藤 知巳（滝野中） 

小野 哲（臼井西中）  泉水 真由美（原山中） 

酒々井町   鈴木 勝美（小林中） 

２部会 成田市 麻生 辰浩（遠山小）  白井市 和地 滋巳（大山口小） 

井上 功太郎（本城小）  中村 光宏（七次台小） 

髙橋 和宏（公津小）  伊東 由美（桜台中） 

長見 秀樹（吾妻小）  小甲 太郎（大山口中） 

長岡 奈緒美（大栄みらい学園）  ４部会 八街市 水野 修（実住小） 

富里市 東 孝明（根木名小）  芝原康介（朝陽小） 

浅野 祐一（冨里中）  ５部会 四街道市 山下 博樹（四街道小） 

栄町 片瀬 実（栄中）  飯田 和成（南小） 

    下畦 能正（みそら小） 

    松原充久（四街道西中） 

    菊池 啓爾（四街道北中） 

    半田 耕之（四街道中） 

 
〔理科研究部事務局幹事一覧〕 

成田小 立田 宣宏 

（事務局長） 

四街道西中 松原 充久 七次台中 上田 航平 

四街道小 比留間 悟 公津の杜中 酒井 理成 
 

理科研究部事業予定(Ｒ４) 

４月２６日（火） 第一回役員会 
５月 ６日（金） 印教研理科研究部総会 
６月 ３日（金） 第二回役員会 

第一回研究員集会 
夏季休業中   理科実技研修会＜部会毎＞ 

８月２４日（水） 印教研教育研究集会 
９月１６日（金） 印旛郡市理科作品展（搬入審査） 
９月１７日（土） 印旛郡市理科作品展（一般公開） 

 印旛郡市理科作品展（搬出） 
２月１７日（金）  第三回役員会 第二回研究員集会 

理科研究部理事等一覧(Ｒ４) ※ 敬称略 

 
各部会での研究・研修と児童・生徒・教職員の理

科作品展が理科研究部の大きな柱です。 
多くの先生方に積極的に参加していただき、ご意

見等をお聞かせいただきたいと思います。連絡先
は，右記メールアドレスか，事務局まで直接ご連絡
ください。お待ちしております。 

印教研理科研究部メールアドレス 
rikainba@yahoo.co.jp 

印教研理科研究部ホームページ 
http://rikainba. com 
連絡先事務局 

成田市立成田小学校  立田 亘宏 

mailto:rikainba@yahoo.co.jp

